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営農支援推進事業 農林課

農林業の振興

市内農家の営農環境の維持・改善、農の多面的機能を維持し、消費者のニーズに即した農産物の
流通、供給を図るため、中心的な農業経営体を支援するほか、女性農業者の活動支援、優良農地
の保全、生産基盤の確保、直売所支援等を行う。

市内の直売所売上額は、２７年度と比較するとその金額を伸ばしている。
新規認定農業者数についても、順調にその数を増加させている。

今後についても引き続き、市内農家の営農環境の維持・改善に努め、農業の担い手の確保や、農
家所得の向上等に努める。

事業の概要

指標の推移

事業の評価

営農支援推進全般について、おおむね所期の目標を達成した。具体的な実施状況は以下のとおり。
認定農業者をはじめとた農業経営体の支援、高齢者や女性による農業を通じた様々な活動支援、新たな担
い手の育成・確保等について、着実に実施をした。また、生産基盤の確保推進、直売所支援を通じた消費者
ニーズに即した農産物の流通、供給にも努めた。
経営規模を拡大し、経営安定を図ろうとする認定農業者の支援を行ったほか、新規認定農業者の拡大にも努
めた。
拡大する有害鳥獣被害対策については、被害防止と駆除の両面で適切に対応を行い、捕獲頭数は前年度
に対して2倍以上となった。
農産物直売所の支援を通じ、直売所の売上高は前年に対して増加した。
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